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Super Cub 50 Standard (2OO8年) 

Super Cub CtOO(1958年) 

，  、 
一“’蜘、，一 瓦 

Little Cub(1997年) 
二輪車総生産累計 1億台達成記念車 

Super Cub C50(1968年) 

※「力ブ」シリーズとして世界生産累計台数（2008年4月現在） 
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Super Cub 50 Super Custom (1 983w) 	Super Cub C50 DX(1971年 ) 

いちにちは、朝刊を配達するスーパーカブの音ではじまる。 

そう言ってくださる方がいます。 

あらゆる街で、ビジネスのパートナーとして、通勤や通学の手軽な移動手段として、 

スーパーカブはその存在に気付かないほど暮らしや社会に溶け込んでいる、とも言われます。 

そして海外でも、さまざまな「力ブ」シリーズが、さまざまな地域で、 

生活に欠かせない乗 lJ物として今日も多くの方に利用されています。 

世界中の人と暮らしとともに。 

〈スーパーカブ〉50年、6,000万台0 

1958年8月、初代モデル、スーパーカブCl 0o誕生。 

以来、世界で愛用され続けて50年。世界生産累計6,000万台※。 

小さな排気量でありながら力強く、低燃費で耐久性にも優れ、 

誰にでも簡単な操作で扱えるこの乗り物は、 

エンジン付きの乗 lJ物として世界でいちばん多く存在し続けています。 

また、Hondaのどの製品よりも長く、Hondaであ lJ続けています。 

それはいつの時代でも、「移動の自由をより多くの人に届けたい」という不変の思いとともに、 

それぞれの地域で求められる機能性・利便性の追求や、 

使う人にとってよりよいものを目指す技術の進化が、 

50年という歴史のなかで連綿と受け継がれてきたからにほかなりません。 

スーパーカブは世界共通のモビリテイの原点であると同時に、 

世界の人々にさまざまな製品をお届けしているHondaの、ものづくりの原点でもあります。 

いまここに、これまでご愛顧いただいてきたすべての方に、感謝の気持ちを込めて。 

これからも、スーパーカブが暮らしや社会に役立つ乗り物であ lJ続けるために。 
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ポートカブC240 (1962年） 

CT5 0！通称ソ、ンタ カブ（1968年） 

製品はあくまでも親切であれ〇 
常識にとらわれない発想と革新技術で、どこにもない 製品を0 

Honda独自の思想とものづくりノ＼のチャレンジから 生まれた、スーパーカブ0 
!I, 

4ストロークエンジン、自動遠心クラッチ・・・。 

革新技術にこだわり抜いた、扱いやすい道具。 

初代モデル、スーパーカブCl 00。それは、他に類を見な

い独創性に満ちた新しい乗り物でした。2ストロークエン

ジンが主流の当時、出力・燃費の効率や静粛性に優れな

がら、量産には困難とされた50cc4ス トロークOHV工ン

ジンの開発に挑み、スパークプラグのサイズにまでこだ

わるなど、出力4.5馬力／9,500回転と燃費9Okm/Q 

（時速30km時）という圧倒的な性能を実現。クラツチ機構は、 

出前などの配達でも手を使わずに変速できるよう、画期的 

<50cc 4ストロークエンジン〉 

45馬力を9,500回転で発生。水平に近いレイ

アウトによって高いオイル保持性が得られるなど、 
耐久性・信頼性にも優れている。 

〈クラッチ操作を省いた自動遠心クラッチ〉 
左足のペダルと右手のアクセルによる簡便な操
作で発進および変速を可能にした、自動遠心ク
ラッチ。発進時は、アイドル回転時に収納されて
いる遠心ウエイトがェンジンの回転上昇によって
遠心カでクラッチディスクを押しつけることで動力
が伝達され、スムーズに発進。左足のペダルを操
作するとリフター機構によってクラッチが切れるこ
とで、変速時のチェンジ操作もスムーズに行えまち 

な自動遠心クラツチを開発。タフな走りと快適な乗り心地

のためにフロントサスペンションはボトムリンク式とし、 

操縦安定性や未舗装路での走破性、足つき性をも考慮した、 

それまで量産されていない17インチタイヤを採用。さらに、 

女性でも気軽に乗れるように、ステップスルーの低床バツ

クボーンフレームやシート下配置の燃料タンク、前例の

ない樹脂素材を用いたレッグシールドやフロントフエン

ダーなど、機能的で親しみやすいデザインを完成。常識に

とらわれない発想で、誰もやらないことをやる。そして

たくさんの人に役立つ製品をつくる。この、現在のHonda 

にも息づくものづくりへのこだわりが、スーパーカブに

よって構築されたのです。 

さまざまな人の快適な“足’’として、 

時代とともに活躍の場を拡げる「力ブ」シIJ ーズ。 

走行性、操作性、機能性といった基本性能に優れたスーパー 

カブは、販売予想をはるかに超え、翌1 959年には16万台

以上を販売。生活の道具としてはもちろん、耐久性・信頼性

の高さは、毎日苛酷に使用されるビジネスの場においても

頼もしさを発揮。街の商店や飲食店の配送業務、企業の

営業など活用されるシーンが多岐に拡がり、それにとも

ないそれぞれの使用目的に最適な「力ブ」シリーズへと展開

していきます。新聞配達用ニュースカブ（後のプレスカブ） 

や、郵便業務用MDシl-j ーズ（郵政力ブ）※といった、専用

モデルを開発。また、スーパーカブのラインアッブも時代

の変化に対応。dlooが実現した移動の自由によって人々

の行動範囲はいっそうの拡がりをみせ、それに応えるため

に排気量にゆとりのある65ccや70cc、 90ccのモデルを

次々に追加。ー方では、廉価モデルのポートカブや、山道

などの走破性に優れたレジャー志向のCT5O（ハンターカブ） 

などが登場しました。さらに、より力強い走りを求めるユー 

ザーに対して1 00ccモデルを導入し、若者のライフスタ

イルに応える新機種リトルカブを開発。基本性能の高さに

いっそう磨きをかけながら、時代の二ーズにフレキシブル

に対応していくことで、「力ブ」シリーズはつねに快適な“足” 

として進化を続けています。 ※ 般未販売モデル 

より高効率に、よリ快適に。 

さらなる進化を目指す技術へのチャレンジ。 

4ストロークエンジンや自動遠心クラツチなど画期的な

メカニズムを搭載して誕生したスーパーカブ。しかし 

Hondaは、発売開始後もさらなる高性能化に取り組みま

した。'1960年にはセルフ式スターターを搭載。工ンジンに

ついては高効率化を進め、1964年には燃焼効率にさらに

優れた〇HCへと進化（C65から順次採用）01 980年代に

入ると、より低燃費で経済的な工コノパワーエンジンを

投入。そして2007年には、50cc用という超小型の電子

制御燃料噴射システム「PGM-F目を搭載し、環境にも

ハイレベルで対応するなど、現在も高性能化を進めてい

ます。また変速機には、さらに操作が楽なリターン機構を

加えるとともに、4段式も設定するなど快適な走りを追求。 

パンクに強いタフアップチューブを装備し、信頼性も向上

させました。つねに改良を重ね、時には大きく革新しながら、 

スーパーカブの進化はこれからも続きます。 

モデルの進化と展開 

MD5O/通称：郵政カブ（I 973年） 
	

カブ1 OOE刃タイ製輸入販売（1988年） 

ま 

プレスカブ50 スタンダード（1988年） 
	

リトルカブ（1 997年） 

本田宗一郎と藤津武夫が 

次代を見据えた、世界に通用する乗り物。 

日本が高度経済成長期に入り、より多くの人が暮らしに便利

な工業製品を求めはじめた時代。それまで、~日陸軍の無線

機用エンジンの改良からはじまった自転車

用補助エンジンの開発を進めてきた 

本田宗ー郎は、経営パートナーで

ある藤津武夫と全く新しい製品

づくりに着手しました。「人々の

暮らしがもっと楽になるどこに

もないバイクを、これまで以上に

広く提供したい」という構想のもと、 

ョーロッパ視察やさまざまな試作車 、～一一一一 

づくりで検討を重ねた結果、ニ人の創意 、週一つ～’、こ一～’二～ 

とHondaの技術を結集させたHonda独自 ~スノtーカブ0100(1958年） 

のバイクを完成。1 958年、スーパーカブdlooが 

誕生しました。そこに込められたのは「経済的で耐久性に

優れ、難しい操作をせずに快適に移動でき、ひとりでも多く

の人に安価で提供できること」という発想と、「こうした良品

であれば必ず世界で通用する」という強い意志でした。この

出発点となった思想の結実こそが、50年という口ングセ

ラーを続けられるゆえんであり、これからも色槌せること

のない、スーパーカブのコンセプトだといえます。 

本田宗一郎（左）と藤深武夫（右）。“技術”と‘‘経営”の両輪がス バ カブを生んだ。 スーパ カブCl 0oの発売を告知する Hondaの社内誌 「ホンダの友」(1958年10月発行）。 
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海外モデルの展開 

Bizi 25ES (125cc) 
	

Wave (100cc) 
生産国：ブラジル 
	

生産国：中国 

IRevo (100cc) 
	

Supra-X125R (125cc PGM-FI) 
生産国：インドネシア 
	

生産国：インドネシア 

Wavel 00S (100cc) 
	

Wavei2Si (125cc PGM-FI) 
生産国：タイ 
	

生産国：タイ 

Future Neo (125cc) 
	

6X5 Dream (100cc) 
生産国：ベトナム 
	

生産国：マレーシア 

白 11,,I至1千喜チ・，1 
」之自旧一I巻I琴t伏レ〇 

世界で認められなければ、本当に役立つものとはいえ ない 0 
世界進出ノ＼の基盤を構築した、スーパーカブの海外 展開。 

勿zzm戸多グプ多b 

' 

I 

1963年より展開レた「ナイセ

スト ビープルキャンペーン」 

の広告。大きな反響を呼び、 

親から子へのクリスマスプレ

ゼントにもなったという。 

発売の翌年には早くも海外へ輸出。 

そして地域に根付いた現地生産へ。 

「我が社は世界的視野に立ち、顧客の要請に応えて、性能の

優れた、廉価な製品を生産する」。これは1 956年に掲げ

られた社是の一文です。本田宗一郎は創業当初から「世界一

であってはじめて日本一となり得る」と考え、Hondaの

技術力を世界レベルで測りながら、つねに海外へ視野を

向けていました。創業わずか4年目の1952年、力ブF号を

台湾・アメリ力などへ初めて輸出。そしてスーパーカブの

完成を機に本格的な海外進出を開始しました。国内で販売を

始めた翌1 959年、米・ロサンゼルスにアメリカン・ホンダ

モーターを設立し、スーパーカブCl 0oを販売。1 961年

には台湾でのノツクダウン生産を開始してアジアにも進出

しました。また、1 962年にはョーロッパにおける日本企

業初の現地生産工場、ペルギー・ホンダ・モーターを設立。 

その後も、さまざまな地域の人々へ暮らしの役に立つ製品

を提供し、地域の社会にも貢献していくために、現地生産

工場を次々に設立しました。こうした展開ができたのも、 

スーパーカブが高性能かつ高機能を備え、二輪車としての

扱いやすさや親しみやすいデザインがあったからこそ。 

それは「良品に国境なし」というHondaの理念を具現化し、 

現在にいたっても実証し続けています。後にHondaは四輪

生産にも着手し、二輪・四輪・汎用すべての製品において

世界へ展開していきますが、その頃にはスーパーカブで

構築した現地での生産体制や販売ノウハウといった基盤が、 

すでに確立されていたのです。 

ス パーカブCl 0oをベースにした輸出モデルCAl 00 (1962年）。 
アメリカではHON 0A50と呼ばれ、50ccながらダブルシートが装着された。 

アメリ力の若者文化となった、 

「ナイセスト ピープルキャンペーン」。 

1959年、スーパーカブをアメリ力へ輸出開始。しかも、 

商社などに委託するのではなく販売会社（アメリカン・ホンダ

モーター）を設立し、独自の販売網を築くことを念頭に

スタートしました。ところが当時のアメリ力のモーター 

サイクル市場は、日本よりもはるかに小さく、人々の移動

手段はすでに自動車が一般的になっていました。オート

バイはレジャー愛好家やマニアなど、限られた人の乗り

物で、さらに5 00 cc以上の大排気量が主流でした。 しかし 

Hondaは、 「世界経済の中心であるアメリ力で成功すれば、 

世界に拡がる」という藤津武夫の考えのもと、50ccという

小さなスーパーカブで市場開拓に果敢に挑戦。他メー力ー 

の同じクラスのオートパイに比べ、4ストロークエンジン

は倍以上の馬力を誇り、音も静か。ステップスルーのスタ

イリングは女性でも手軽に乗れる点をアピールしました。 

また販売店では、営業スタッフはスーツにネクタイ、サー 

ビススタッフは白の作業着を着用。清潔感と礼儀正しい

接客を心掛けました。そして、大衆商品として広くアピール

するために、他メー力ーでは前例のない一般大衆誌や

―流誌ノ＼の大々的な広告キャンペーンを展開。rYou 

MEET THE NICEST PEOPLE ON A HONDA(素晴ら

しき人、ホンダに乗る）』をキャッチフレーズに、若い力ッ

プルや親子、主婦といつた幅広い人たちがさまざまな目的

で“小さなHONDA”に乗る姿を描き、「暮らしに密着した

手軽な新しい乗り物」を訴えかけました。その結果大反響を

呼び、多くの人々から支持を獲得。1 960年代のアメリ力を  

象徴するバンド、ビーチボーイズの曲にも（その名も『リトル

ホンダ』）歌われるなど、若者を中心とした文化的アイテム

として受け入れられました。 

これまでに1 60カ国以上で販売※されてきた、 

地域最適「力ブ」シ I)ーズ。 

世界生産累計台数6,000万台※。この数字を可能にした

のは、50年という時間の長さだけではなく、さまざまな

地域でより広く「力ブ」シリーズが愛用されてきたからで

もあります。Hondaの理念のひとつ「需要のあるところ

で生産する」を最初に実践したのがスーパーカブでした。 

1960年代から生産拠点を徐々に拡大。現在ではアジア圏

や中・南米を中心に15カ国で生産され、延べ1 60カ国以上

で販売されてきました※。これらの国・地域によっては、公共

交通機関にかわる人々の“足”として、なくてはならない

存在です。それだけに、各地域の人たちにとってどんなバ

イクが最適なのか。それを知り、具現化し、多くの人が手に

できる価格で提供することがとても重要となります。地域

に密着した現地生産でなければ、そして基本性能が高い

スーパーカブのポテンシャルがなければ、各地域に最適な

モデルを生み出すことはできません。水平に近くレイアウト

した4ストローク〇HCIンジン、自動遠心クラツチ、乗り

降りしやすいシート下配置のタンクやステップスルーの

デザイン。これらの高性能‘高機能な要素を基本的に踏襲し

ながら、パワー、燃費、クリーン性能の面で効率のよい 

1 00ccや1 25ccを主流に生産。各地域ごとに家族のフアー 

スト力ーとして、あるいはパーソナルなアイテムとして、 

よりスタイリツシユな「力ブ」シリーズへと成長を続けて

います。人を乗せ、荷物を載せ、仕事に、通学に、遊びに、 

街のなかでも未舗装路でも、行きたいところへ自由に移動

できる。生活に欠かせないタフな乗り物として、いまこの

時間も、さまざまな「力ブ」シリーズがさまざまな地域を走り

まわっています。 62OO8年4月現在 

現地法人を設立した翌年、早くも操業を開始したベルギー・ホンダ・モーター。 

I 963年5月、スーパーカブCi 0oの第1号車がラインオフした。 
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■システム概要（部品構成） 
馨燃料ポンプ

燃料を加圧 

バンクアングルセンサー 

転倒時に工ンジンを停止 

インジェクター 

料を噴射 

ECU 
点火時期、燃料噴射量、 

燃料噴射時期を制御 

IACV 
アイドル時の空気

流量を精密制御 

●油温センサー 

ェンジン温度を検知 

02センサー 

排気ガス中の 

酸素濃度を検知 

三元触媒 

排気ガス中の 

CO. Hc. NOxを浄化 

スロツトルボデイ

空気流量を制御 

Pb センサー 

Ta センサー 

馴Th センサー 

吸入負圧、吸気温度 

スロツトル開度を検知 

■エンジン内部のフリクション（摺動抵抗）低減 

オフセットシリンダー 

オフセツトシリンダー 

シリンダー内圧が最大になる時に 
	

シIJンダー内圧が最大になる時に 

コンロツドの角度が斜めになるために、 	コンロツドの角度がシリンダーと平行に 

ピストンに加わる横方向の力が 
	

近くなるため、横方向の力の発生が小さく、 

大きくなり、摺動抵抗が増大する。 
	 摺動抵抗が減少する。 

●ピストン三条痕 

ピストン・シI)ンダー間の摺動部に

溝を設けることによりオイルを保持、 
抵抗を下げるとともに耐久性を向上。 

11,J口ーラーロツカーアーム 

口ッカーアームの力ムとの摺動面を
口ーラー化し、摺動抵抗を軽減。 

コンロツドからの反力 
シ jンダーと並行に働くため 
横方向の力の発生が少ない 

摺動抵抗（小） 

霧 

コンロツドからの反力

横方向に 

摺動抵抗（大 

地球一※の乗り物として、さらなる進化へ0 ※エンジン付き乗り物としての生産累計台数 

排出ガスのクI)ーン化と燃費向上を同時に実現する、 電子制御燃料噴射システム「PGM-F日。 

スーパーカブに最適な50cc用小型システムを開発 し、搭載 0 

スーパーカブ用のエンジンだからこそ、 

これからの地球のための、大きな進化。 

Hondaは、すべての製品づくりにおいて 「環境」を最も重要

なテーマのひとつと位置付け、研究・開発に取り組んでい

ます。また、地球環境の保全という社会的な要請が高まる

につれ、ニ輪車についても排出ガスのクリーン化が求め

られています。こうしたなかで世界最高水準の環境性能を

目指すHondaは、スーパーカブの50ccエンジンに、電子

制御燃料噴射システム「PGM-F目を2007年より搭載。 

電子制御によってつねに走行状況に最適な燃料供給を

行うことで、高出力ながら燃費性能の向上と排出ガスの

クリーン化を実現しました。さらに、工ネルギーロスを低減

するためにオフセツトシI)ンダー配置とし、排出ガスの

浄化性能に優れた三元触媒を採用。高効率化、低燃費化、 

クリーン化を大きく向上させた、これからの時代にふさわ

しいエンジンとしています。Hondaは、このPGM-Flを 

201 0年末までに全世界で発売する大半の二輪車に搭載

する予定です。 

わずか0.13mm径のインジェクターを実現した、 

スーパーカブ用小型PG M-FL 

PGM-F［は、システムを構成する部品のサイズや点数、 

それらを適所に配置するパッケージング上の問題など

から、主に大型バイクに採用してきました。一方、50cc 

という小排気量工ンジンでは、ECU（工ンジンコントロー 

ルユニツト）との一体化によるコンパクト化を図り、2003年

に世界で初めて4ストローク50ccエンジン用のFlシス

テム、小型PGM干~を開発、2004年の「スマート‘ Dio Z4」に

採用しました。しかしスーパーカブへの搭載にあたっては、 

さらなる高精度化や低コスト化が不可欠でした。そこで、 

まずは燃料を噴射するインジェクターを3孔式とし、1つ

の孔径をわずか1 30ミクロン（0.1 3mm）に設定。たとえ

ばアイドリング状態では、1回の燃焼で2/1000秒間だけ

この孔から燃料を噴射し、しかもこれほど超微量であっ

ても、つねに安定した高精度な燃料噴射を実現しています。 

さらに、空気流量を制御するスロツトルバルブを、18mm径

まで細く設定。また、燃料を適切に噴射するための圧力を

生み出す燃料ポンブの構造をシンプル化し、部品点数を

削減しました。こうした、従来以上のシステムの高精度化

やシンプル化、コンパクト化を達成することで、スーパー 

カブへの搭載を可能にしました。 

電子制御にもかかわらず、 

バツテリーが上がってもキック始動を実現。 

新聞や郵便の配達をはじめ、毎日の暮らしのなかで活用

されるスーパーカブは、万がいちバツテリーが上がっても、 

キツク始動が確実に行える必要があります。PGM-Flの

工ンジンをキツク始動させる場合、キックで発生した電

力で、まずECUを起動させて燃料ポンプを動かし、次に

インジェクターを作動させて点火させなければなりません。 

しかし、従来型の50cc用PGM-Flを使用した場合、燃料

ポンプでの消費電力が大きく、インジェクターと点火に

電気を分配することが困難となります。そこで、スーパー 

カブでは燃料ポンプの効率をアップさせることで消費電

力を抑え、加えてパワーIJレーコントロールシステムを

採用。キツクで発生したわずかな電力を、どの順番で、どの

くらい流せば最短で始動できるかをコントロールすること

で、キツク始動を確実に行えるようにしました。しかも、 

冬場や寒冷地、高地でもキャブレターのような燃料濃度

調節が不要で、つねに最適に燃料噴射をコントロール。 

使い勝手がー段と向上しています。 

排出ガスの浄化性能をさらに高めるために、 

三元触媒を新採用。 

PGM-FIによる燃焼効率の向上とともに、排気ガス中の酸

素濃度を検知する02センサーなどの採用によつて、まず

は燃焼ガスそのものをクI)ーン化。そのうえで、排出ガス

の浄化性能を高めるために、三元触媒を採用しました。 

触媒装置は高温状態のほうが効率が高いため、工ンジン

直下に設置。熱損失をできるだけ抑え、優れた浄化性能を

発揮させることで、スーパーカブのクIJ ーン性能を飛躍的

に向上させています。 

オフセットシリンダー構造によりフリクションを 

低減し、エネルギー効率を向上。 

ピストンのストローク運動によつて生じるシリンダーとの

フリクション（摺動抵抗）を減らし、工ネルギーの損失を低

減するために、クランクシャフトに対してシリンダーをオフ

セット配置としました。これによりシリンダー内圧が最大に

なる時から燃焼時のストロークまで、コンロツドがシリン

ダーと平行に近く動くため、摺動抵抗を大幅に低減。さらに、 

ピストンにはオイル保持性や耐久性もより高める三条痕を

設けることで、シリンダーとの摺動抵抗をいっそう低減す

るなど、工ネルギー効率を大幅に向上。高出力、低燃費に

貢献しています。また、バルブの口ツカーアームに口ー 

ラーを設置し、力ムとの摺動抵抗を低減。吸・排気をより

スムーズに行うことで、燃焼効率の向上に寄与しています。 

7 	 8 



大和工場（1955年当時） 

鈴鹿製作所 
(1960年当時） 

浜松製作所
スーパーカブCl 0oの
組み立てライン 
(1959年当時） 

スーパーカブC100 (1958年） 

ス パ カブC50 DX (I 971年） 

スーパーカブc50 スタンダード（I 978年） 

力タ口グに

見る 

スーパーカブ

の歴史 

＝ュ吹”フ,シリ4、5ロ．7ロ．9ロ1 

10 

だれにでも気軽に乗れる高性能バイク、スーパーカブ発進。 
	

モデル・タイプが豊富に揃い、暮らしに社会に大活躍。 

誕生直後から、増産に次ぐ増産。 

1958年、50cc4ス トロークのスーパーカブCl 0oは、大和

工場（後の埼玉製作所和光工場）で産声を上げました。販売

価格55,000円。他メー力一の2ストローク車よりも1万

円ほど高価で、しかも当時の平均給与が月19,180円※に

もかかわらず、だれにでも扱いやすく、経済的で信頼性に

優れたこの乗り物は、発売と同時に予想をはるかに超える

販売台数を記録。生産はすぐさま追いつかなくなり、翌年

には浜松製作所でもラインを組むほど増産に次ぐ増産と

なりました。販売台数はさらに上昇し続けたため、1960年

には鈴鹿製作所を設立し生産をすべて移管。本格的な量産

体制が整い、ここから日本の各地へ、そして世界へと渡っ

ていきました。 

81958年の製造業における1人平均月額「現金給与総額」（出展】毎月勤労統計調査） 

二ーズに応えたラインアップの充実。 

誕生の年から1960年代の間は、スーパーカブが日に日に

進化したころでもあります。1 961年のCl 05(55cc）や 

1 964年のCM9O (90cc) 、 1 969年のC70 (70cc）と、 

原付ニ種モデルをラインアップ。ポートカブC240や 

CTS 0（通称ソ、ンターカブ）なども加えました。メカニズム

ではエンジンをOHVからOHCへと進化させ、1 964年に 

C65(63cc）を発売。1 966年にはC90、050にも搭載しま

した。さらには、好評を得ていた自動遠心クラツチに加え、 

趣味性の高いマニュアルクラツチタイプも用意。1 968年

のC90. 1969年のC50'070にはポジションランプ、大型

のヘツドライトやウイン力一の採用といった安全性を考慮

するなど、タイプ・装備とも充実した車種展開を図ってい

きました。 
ス パ カフで50(1966年） OHC工ンジン搭載 

新構造のデラックスタイプ登場。 

誕生当初から踏襲してきた基本骨格、低床バックボーン

フレーム構造＋別体タンク。1971年にはこれに加え、合わ

せ鋼板によるタンクー体式のプレスフレーム構造を開発。 

この新骨格によつて、より流麗なスタイI-)ングを可能にした 

DX（デラツクス）タイプが登場しました。これにより従来

骨格をスタンダードタイプとし、c50・C70・c90それぞれ

に両タイプを設定。さらにデラツクスにはセル付（DXM) 

タイプも用意し、それぞれ3タイプ、計9バリエーションの

スーパーカブハ、と充実。さまざまな年代の方に、さまざま

な用途に、どのタイプも幅広く愛用されるようになりまし

た。従来骨格の人気も根強く、1 970年代を通して2種類

のボディ骨格が生産されました。 

新聞や郵便の配達業務に高性能を発揮。 

力強い走り、経済的な低燃費、優れた耐久性などから、ビジ

ネスの場でも大いに使用されてきたスーパーカブ。この信頼

性が高く評価されるにつれ、さらに使いやすくそれぞれの

業務に特化した「力ブ」シリーズが誕生します。1971年、新聞

配達に適したニユースカブ90を開発（後に50・70も追加）。 

フロント‘リアの大型キャリアや防水バッグ、重量を考慮した

大型スタンドなどを装備し、テストでは自転車に比べ350 

部の配達時間を30~40分短縮可能にしました。また同年、 

郵政業務用のMD9O(MD=MaiI DeI(very／通称郵政力ブ） 

も開発（後に50・ 70も追加）。フロント・テレスコピック

フオークサスペンションや14インチタイヤを採用するなど、 

積載性や乗降性に配慮しました。現在でも両モデル（ニユース

力ブはプレスカブとして）とも、人々の暮らしに毎日欠かす

ことのできない配達業務をタフにこなしています。 
MD90！通称：郵政力ブ（1971年） 

Hondaニ輪車の主なあゆみ 

● 1972「工ルシノアCR25OM」発売 ●1974 アメリ力で「ゴールドウイング SL1 000」発売／「力ブ」シリーズ世界生産累計1.000万台達成／牛リームCB400FOUR」発売 

● 1976「口ードパ J目発売 ●1978「ゴリラ」発売 

Hondaニ輪車の主なあゆみ 

● 1947 初めてHondaの名が付いた 自転車用補助工ンジン「A型」(2ストローク・50cc）を生産開始 ●1948 本田技研工業（株）設立 ●1949 Honda初の量産二輪車「ドリームD型」 

(2ストローク・98cc）生産開始 ●1951 「ドリームE型」(4ストローク・146cc）発売 ●1952 皇転車用補助工ンジン「力ブF型」(2ストローク‘50cc）発売 ●1953 「ベンリイ」型」 

(4ストローク・9つcc）発売 ●1958「スーパーカブCi 00」発売 ●1961 台湾で二輪車のノツクダウン生産開始 ●1967「モンキー」発売／「力ブ」シリーズ世界生産累計500万
台達成 ●1968 二輪車生産累計1,000万台達成 ．1969 4気筒マルチエンジン搭載「ドリームCB75OFOUR」 を発売、アメリ力 ,力ナダへ輸出 

力タ口グに

見る 

スーパーカブ

の歴史 



スーパーカブ50 スタンダード（1981年） 
エコノパワーエンジン搭載 

スーパーカブ50 スーパーカスタム（1983年） 
リッター1 80kmを達成 

プレスカブ50 スタンダード（1988年） 

カブ100EX （タイ製・1988年） 

熊本製作所 

力タ口グに

見る 

スーパーカブ

の歴史 

力タ口グに

見る 

スーパーカブ、 

の歴史 

              

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

              

              

超低燃費へのチャレンジ。リッター180kmを達成。 人の気持ちに、地球環境に。スーパーカブ、21世紀への回答。 

      

新開発工コノパワーエンジンを搭載。 

初代Cl 0oが実現したリツター90kmという、当時としては

圧倒的な低燃費。Hondaはその後も〇HVから〇HCへと進化

させながら、燃費の向上に取り組みました。そして1981年、 

燃費（工コノミー）と出力（パワー）をともに向上させた「工コノ

パワーエンジン」を開発し、50・70・90すべてに搭載。シリン

ダー上部のスキッシユエリアの最適化や燃焼室のコンパクト

化により燃焼効率を高め、ピストンやコンロツドの軽量化、力

ムシャフト回転部のフリクション（摺動抵抗）低減などにより、 

高出力とともにリツターあたり1 05km の低燃費を実現。 

さらに研究を進め、1 982年には150km及※、そして1983 

年には1 80km及※という驚異的な超低燃費を達成しました。 

また、1981年からのモデルには、停止時のみトップギアから

ニユートラルヘチェンジ可能な新口ータリーチェンジ機構

を採用し、確実な点火とメンテナンスフI-) ーを実現した 

CDH電子点火装置）を採用するなど、操作性や信頼性も

高めています。 ※数値はすべて50cc工ンジン（30km/h定地走行テスト値） 

生産効率を大幅に向上。 

1981年のモデルからは、スタンダードタイプにも合わせ

鋼板のタンクー体プレスによる低床バツクボーンフレーム

構造を採用し、すべてのボディフレームを統一化。また、 

新開発の工コノパワーエンジンは、50ccをベースにボア

アップした70cc、さらにそれを口ングストローク化した 

90ccと基本構造の共用化を実現しました。こうした設計

段階からの統一化を図ることで生産効率を高め、50スー 

パーカスタムや50ビジネス、プレスカブ50など、より豊富

なタイプ設定にもフレキシブルに対応。一方1 988年に

はタイ生産の力ブ1 OOEX(1 00cc) を輸入販売するなど、 

ノやJエーションをいっそう拡大させました。 

もっと気軽に楽しめる、リトルカブ誕生。 

1991年、熊本製作所に生産を移管。それに伴い、50には

スタンダード／ビジネス／デラツクス／力スタム、70と90 

にはデラツクス／力スタム、さらにプレスカブ50にもスタン

ダード／デラツクスを揃え、計10タイプが1 990年代の

基本構成となりました。1 994年と1995年には再びタイ製

のスーパーカブ1 00を輸入販売し、幅広いニーズに対応。 

また、1996年にはパンクに強いタフアップチューブを採用

し、信頼性もいっそう高めました。そして1997年、スーパー 

カブの基本性能や基本フォルムを受け継ぎながら、より気軽

で親しみやすい、リトルカブが誕生します。前後ともに14 

インチタイヤを装着して足着き性を向上させ、ボディカラー 

にはポップなトーンを採用。コンパクトでファツショナブル

なスタイルが、若い女性をはじめ多くの方から評価され、 

現在にいたってもなお、高い人気を獲得しています。 

地球一※の乗り物として、さらなる進化。 

1 990年代後半になると環境問題がクローズアップされは

じめ、それにともない二輪車の国内排出ガス規制「平成10・ 

11年規制」が施行。2ストロークエンジンだけでなく多くの 

4ストロークにとつても厳しいとされるなか、Hondaは

積極的に対応。スーパーカブではキャブレターのセツティン

グを変更し、ブローバイガス還元装置を採用することで

クリアしました。さらに「平成18年国内ニ輪車排出ガス規制」 

に対応（原付一種）し、2007年発売モデルから超小型の

電子制御燃料噴射システム「PGM-FI]を搭載。地球でいち

ばん多く愛用されている二輪車として、高水準の環境性能

を実現しています。 ※工ンジン付き乗り物としての生産累計台数 

スーパーカブ50 スタンダード（1 996年） 
タフアップチューブ標準装備 

リトルカブ（2007年） PGM-F［搭載 

 

 

スーパーカブ50・50周年スペシャル（2008年） 

Honda二輪車の主なあゆみ 

.i 980「タクト」発売 ●1982 1VF750マグナ」 発売 ●1987 メツトインタイプの「タクト・フルマーク」発売／二輪車国内生産累計5.000万台達成（世界初） 

●1988 アメリ力製大型オートバイ「ゴールドウイング GL1 500」日本で販売開始／タイ製「力ブ1 OOEX」日本で販売開始 

Hondaニ輪車の主なあゆみ 

.i 992「力ブ」シリ ズ世界生産累計2.000万台達成 ●1994 電気スクーター「cuv ES」限定販売 ●1997 二輪車世界生産累計1億台達成 ●1999「ジョルノクレア」シリーズ

発売 ●2000 世界最高水準の環境性能を実現したスポーツパイク「VFR」発売／2 50ccスクーター 「フォルツア」発売 ’2001 600cc・400cc大型スクーター 「シルバーウイング」 

発売／水冷4ストローク50cc工ンジン搭載スクーター「Do」発売／1800ccアメリ力製大型スポーツツアラー「ゴールドウイング」発売 ●2002 中国製新型スクーター「トウデイ」発売

／「力ブ」シリーズ世界生産累計3.S00万台達成 ●2004 PGM干~搭載の50ccスクータ 「スマート・Oio Z4」を発売 ●2005 250ccスクータ 「フォルツア z」のABS搭載車を発売

／二輪車世界生産累計1億5千万台達成／「力ブ」シリーズ世界生産累計5,000万台達成 ●2007 二輪車用エアバッグシステムを搭載した「ゴールドウイングくェアバッグ＞」を日本で

発売 ●2008 オートマチックトランスミッション（H FT）を搭載した大型スポーツクルーザー「ON-Ol 」発売／「力ブ」シリーズ世界生産累計6'000万台達成 
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●’88 メキシコで生産開始 	 ●'05 カンボジアで生産開始 

●’  89 ブラジルで生産開始 	 ●'06 アルゼンチンで生産開始 

1990 
I 

I'92 
2,000 

14 

U'02 
&500 

.,05 	■Iog(4月） 

台 5,000万什 6・000万台 台 

1995 	 2000 	 2005 	2008 

●196 タフアップチ1ーブ 

  

●107 PGM-FI 
● 07 オフセットシリンダー 

● 07 三元触媒 

● '● 59 初の現地法人アメリカン・ホンダモーター設立、輸出販売開始 

5I63 米国ナイセストビープルキャンペーン」開始 

」g85 叫
一
 

司
 

「
。
 

U 1948 本田技研工業株式会社設立 

Super Cub 
I 58 スーパーカブC100 	 66 スーパーカブC50 

1975 1980 1985 

'81 スーパーカブ50 

■I46 自転車用 
補助工ンジン 

■I47 A型 

I  
U'52 カブF型 

主要モデル 

（国内） 

160 スーパーカブCl 02 
61 スーパーカブ105 	 69 スーパーカブC70 
.. . 	 . . 

- 64 スーパーカブC65 
' 64 スーノく一力ブCM9O 

I 68 スーパーカブC90 

News CubI 71 ニユースカブ90 
. 

Port Cub 
1 62 C240 
. . 

62 C310 
.  

Hunter Cubl68cT5o 
U 

. 	■ 	 . - 	 U 

ー 81 スーパーカブ90 

9マー 

● 58 大和工場（後】埼玉製作所和光工場）で生産開始 

●「 59 浜松製作所で増産 	●I66 バングラデシユで生産開始 

● '60 鈴鹿製作所設立、生産開始 

●I61 台湾でノツクダウン生産開始 

●1 63 ベルギーで生産開始C62 ベルギー」ホンダ・モーター設立） 

S 67 タイで生産開始 	 「 

●’69 マレーシアで生産開始 
生産販売 現在の生産拠点 

世界生産 頭 '61 
累計 	 1○○万台 

■16 7 
500万台 

 

 

【スーパーカブCl 0o 主要技術】 

●50cc4ス トローク〇HV単気筒 

●自動遠心クラツチ 	● 64 OHCエンジン 

●ステップスルー 	 ●'65 マニュアルクラツチ 

●シート下タンクレイアウト 

-1『 . 	．ボトムリンクフロントサスペンション 

~ろ2こ」’く 川リ 	’ I4 ノナyイ1フ 

●レッグシールド 

●樹脂素材採用 

（レッグシールド／フロントフエンダー／ 

ツ ルボックス／バッテリーボックス） 

●1 60 セルモーター 

● '63 2年5万km保証 

●’71 インドネシアで生産開始 

● 717-i.'
片で牛産開始 

■’  74 
1 0 台 

1975 
~ 

5'71 テレスコピツクフォーク 

フロントサスペンション 

(MD9O“郵政力ブ”に採用） 
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2000 1970 19581960 2008
() 

■「力ブ」シリーズ世界生産実績（2008年4月末現在） 

生産台数 生産累計台数 生産台数 生産累計台数 

1958年 24,195 24,195 1984年 431,302 15,956,467 

1959年 167,443 191,638 1985年 475,649 16,432,116 

1960年 564,365 756,003 1 986年 469,077 16,901,193 

1961年 661,398 1,417,401 1987年目月ョ2月）、 

1988年（1月 3月）* 573,352 17,474,545 1962年 790,012 2,207,413 

1 963年 889,005 3,096,418 1988年度 504,066 17,978,611 

1964年 822,719 3,919,137 1 989年度 595,61 1 18,574,222 

1965年 790,396 4,709,533 1990年度 734,460 19,308,682 

1966年 700,296 5,409,829 1991年度 730,887 20,039,569 

1967年 526,238 5,936,067 1992年度 721,701 20,761,270 

1968年 660,482 6,596,549 1993年度 1,106,1 60 21,867,430 

1969年 601,441 7,197,990 1 994年度 1,142,531 23,009,961 

1970年 735,065 7,933,055 1995年度 1,379,099 24,389,060 

1971年 625,884 8,558,939 1996年度 1,523,897 25,91 2,957 

1972年 537,867 9,096,806 1997年度 1,550,872 27,463,829 

1973年 469,732 9,566,538 1998年度 886,407 28,350,236 

1974年 634,942 10,201,480 1999年度 1,230,443 29,580,679 

1975年 493,855 10,695,335 2000年度 1,269,734 30,850,413 

1976年 472,212 11,167,547 2001年度 2,272,227 33,1 22,640 

1977年 558,634 11,726,181 2002年度 3,604,815 36,727,455 

1978年 600,147 12,326,328 2003年度 3,636,067 40,363,522 

1979年 520,447 12,846,775 2004年度 4,808,979 45,1 72,501 

1980年 652,239 13.499.014 2005年度 5,370,285 50,542,786 

1981年 680,523 14.179.537 2006年度 4,588,614 55,131,400 

1982年 749,955 14,929,492 2007年度 4,725,048 59,856,448 

1983年 595,673 15,525,165 2008年度（4月のみ〕 506,142 60,362,590 

*1986年以前は暦年、1987年はHondaの決算期変更の為、 月別計算、 1988年度 (1988年4月～1989年3月）以降は年度にて計算。 

■世界生産累計台数の推移（1 958年～2008年／4月） 
2008年4月 
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500万台達成 

1961年6月 	 ． 
100万台達成 	」■ 	 ■ 
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（万台 
6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

'.'000 

ザ 声「 

J 
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，一 	’ 
ノ‘~ 

~、 
、い、一 	New Chip Xeng Co.,Ltd 
'  （ーーー 

ノ
I/ 
	J 

、ー一
ー一 

、  
、 
、 

~ ずJ 
タイホンダマニユファクチュアリング 
カンパニー‘リミテツド 
Thai Honda Manufacturing Co.,Ltd. 

タイ 

、
 

中国 
五羊本田摩托（広州）有限公司 
Wuyang-Honda Motors 
(Guangzhou)Co.,Ltd. 

インドネシア 
ピー・テイ・アストラホンダモーター 
P.T.Astra Honda Motor 

~ 

、 

' t  、 
、  

戸j 工 
， ーI, 

' 

* ベトナム 
ホンダベトナムカンパニー・リミテツド 
Honda Vietnam Co.,Ltd. 

 

フイリピン 
ホンダフイリピンズ・インコーポレーテツド 
Honda Philippines Inc 

主‘' 
カンボジア 
エヌシーエツクスーカンパニー・リミテツド 
NCX Co.,Ltd 

15 

ラオス 、、 
ニュー・チッブ・セン・ 

. 

新大洲本田摩托有限公司 
Sundiro Honda Motorcycle 
Co. , Ltd. 

.~
‘押ーへ 

rザ‘ンニ ‘ 

/f 	 j 

七ア 
ノ 

、

ー
 

ぐミニ I 
~ 

I  

、・、」一 

奉 

、  
ブラジル 

ナイジェリア 
ホンダマニユファクチユアリング（ナイジェリア） 
リミテツド 
Honda Manufacturing (Nigeria) Ltd. 

マレーシア 
力ー‘アッセンブラーズ・ 
スンデイリアン,ブルノ、 
Kar Assemblers Sdn. Bhd. 

■「力ブ」シリーズ生産拠点（2008年4月末現在） 

- 

I.' 
ペルー 
ホンダセルバ」デJレペルー・エス＜工ー 
Honda Selva del Peru S.A. 

Moto Hon. .1da Amazon育Ltda. 

アルゼンチン 
ホンダモトール・デ・アルヘンティーナ・ 
エス・エー 
Honda Motor de ArgentIna S.A 

」 	

H一、きとI 

ノ／／
ー」 

H需h 
ぐ 
一～ 

とーー→ー、 

シコ・エス・エー・デ‘シー・ブイ 
xico,S.A.de C.V 

コロンビア 
ファブリカ・ナショナル‘デー 
オートバルテス・フアナルカ・エス・エー 
Fabrics Nacional de 
Autopartes Afanalca S.A. 
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ベトナム／Honda Vietnam Co.,Ltd. 

!c6町句 臓臨皿 	‘‘血扇始時期 19( 
一一一二二 

■生産機種 
Super Dream(1 00cc), Future Neo(1 25cc) 
Future Nee FI(125cc PGM-FI). Wave a(iOOcc) 
Wave SC 1 00cc), Wave RSV (1 00cc), Wave RSX (1 00cc) 

■設立 1996年 

■現地生産開始時期 1997年 
臓臨皿 

■現地生産開始時期 1967年 

●生産機種 
Dream 125(125cc), 
Wave 100S(100cc)※1 
Wave 100X(iOOcc), 
Wavel 25R(1 25cc), 
Wavel 25S(1 25cc)※2, 
Wavel 251(125cc PGM-Fl)※3 
Wave 1 25X(1 25cc) 
Innoval25(1 25cc）ノ輸出専用※4 

p4/Thai Honda Manufacturing Co., Ltd. 
■設立 1965年 

■輸出国 
※1】モルジブ、クック諸島 ※2 シンガポ ル、モルジブ ※3，モルジブ

※4【イギリス、ドイツ、イタリア、ポーランド、フィンランド、フランス、スペイン、 
ポルトガル、スイス、ハンガリー、トルコ、ギリシヤ、スウェーデン、チェコ、 
ノルウ工一、アイルランド、クロアチア、デンマーク、ルーマニア、スロバキア、 
イスラ工ル、ラトビア、ウクライナ、ブルガリア 

フイリピン／Honda Philippines Inc. 

'“マ“ゴー讐 

■設立 1973年 

．現地生産開始時期 1 973年 

■生産機種 
Wave 1 25S(1 25cc) 
Wavel 00(100cc) 

メキシ 1/Honda (i .o,S.A.de 	り二 

．設立 1985年 

■現地生産開始時期 1988年 

■生産機種 C90(9Occ) 

アルゼン YHonda Motor de Argentina SA. 
．設立 1 978年 

■現地生産開始時期 2006年 

■生産機種 
Wave(1 00cc), 
Biz C105(iO5cc) 

中F1/Sundiro Honda Motorcycle Co. ,Ltd. 
Wuyang-Honda Motors (Guangzhou) Co,Ltd. 

1 Sundiro Honda Motorcycle Co.,Ltd 
1’■設立 2000年 

■現地生産開始時期 2002年 

■生産機種 Wave (1 00cc)※ 1. Wiz日00cc) 12 

Wuyang-Honda Motors (Guangzhou) Co., Ltd. 
■設立 1992年 

■現地生産開始時期 2007年 

■生産機種 Flush(125cc), Cet(1 00cc) 

●輸出国 
Wi】コスタリ力、ホンジユラス、アルゼンチン、ペルー、ハイチ、ウルグアイ、 
パラグアイ、ボリビア、グアテマラ、ジャマイ力、二力ラグア、メキシコ、 
モーリシヤス、モロツコ、エジプト、サウジアラビア、マダガスカル 
※2ーナイジェリア 

ブラジル／Moto Honda da Amazonia Ltda. 
■設立 1 975年 

■現地生産開始時期 1 989年 

■生産機種 Bizl 25ES (125cc)※ 

■輸出国 
※ ウルグアイ、パラグアイ、ベリーズ 

●現地生産開始時期は 力ブ」シリーズの生産開始年 
●生産機種は2008年4月現在 

■生産開始時期 1958年6月 大和工場（後の埼玉製作所和光工場） 
(1 959年増産対応 浜松製作所） 
1960年8月～ 鈴鹿製作所に移管 
1991年10月～熊本製作所O976年設立）に移管 

．生産機種 スーパーカブ50(50cc PGM-FI) 
スーパーカブ90(90cc), 
リトルカブ（50cc PGM-FI) 
プレスカブ50 (50cc PGM-Fl) 
郵政力ブ／一般未販売 Cli 10／輸出専用※ 

■輸出国 ※’オーストラ Jア、ニユージーランド 

1 

インドネシア／PJ.Astra Honda Motor 
■設立 2000年 

■現地生産開始時期 1971年 

■生産機種 
Supra-X1 25R(1 25cc PGM-FI)8i 
Fit-X (100cc) Ii 
Revo (1 00cc) i 

■輸出国 ※」東テイモール 

I 

】 

スーパーカブ主要モデル価格一覧 

1958.08 C 100)50cc) 55.000円 196,6.07 50 スタンダ 	ド 	 ~ 138.000円 1998.12 50 スタンダ ド 155.000円 

1961.08 0105(55cc) 57.000円 50 ビジネス 135.000円 50 ビシネス 155.000円 

1962.07 ポ ト力ブ024コ 43.000円 50 デラックス 145. 00.0円 50 デラックス 165.000円 

1964.10 CMYO 75.000円 50 力ス夕ム 165 コ0コ円 50 力スタム 185.000円 

1965.12 90 68.000円 70 デラックス 150.00コ円 70 デラックス 170.000円 

1966 コS 
OHC搭載 

050 57.000円 70 力ス夕ム 1 70.000円 70 力ス夕ム 190 コ00円 

065 50.0コ0円 90 テラックス 16コ 0コ0円 90 デラックス 177.000円 

1988.08 090 76.000円 90 力ス夕ム 180.000円 90 力ス夕ム 197.000円 

C90M（セル付） 83.000円 1988.02 プレス力ブ50 スタンダ ド 149.000円 ブレス力ブ50 スタンダ―ド 170.000円 

1969.01 050 50.00コ円 プレス力ブ50 デラ yクス 15q000円 プレス力ブ50 テラックス 182.000円 

OSOM（セル付〕 67 .000円 1988.04 50 30周年記念特別仕様車 165 こ00円 1999.09 50 スタンダ ド 155.000円 

070 66. 000円 1988.07 力ブ1 OOEX（タイ製） 210.000円 50 デラックス 165000円 

070M（セル付） 73.000円 1989.05 力ブ1 OOEX（夕イ製） 208.000円 50 力スタム 185000円 

1971.01 050 OX 68.000円 198.9.10 プレス力ブ50 スタンダ ド 150.0コ0円 プレス力ブ50 スタンタード 17a000円 

050 DXM（セル付） 75.000円 ブレス力ブ5コテラックス 160.0こ0円 プレス力ブ50 テラックス 18乙000円 

070 DX 74.000円 1991.10 50 スタンダード 145. 000円 2000.09 90 デラックス 177.000円 

C70 DXM（セル付） 81.000円 50 ビジネス 145. 000円 90 力スタム 197.000円 

090 DX 84.000円 50 デラックス 158p00円 2001.03 5コス夕ンダ一ド 164 コ00円 

C90 DXM（セル付） 91.000円 50 力ス夕ム 178 コ0コ円 2002.02 50 スタンダ一ド 169.000円 

1971.03 二ュース力ブ90 105.000円 70 デラックス 151.00コ円 50 デラソクス 169.000円 

1976.04 〔万0 ス夕ンダ ド 94.000円 70 力スタム 181.00コ円 50 力ス夕ム 189.000円 

050 DX 99 コ00円 90 テラックス I 58.000円 50 スト0ート仕様 164.000円 

こ50 DXM（セル付） 1コ9.000円 90 力スタム 188.000円 I 	レス力ブ50 スタンダ ド 185.000円 

070 スタンダ ド 1コ0.000円 ブレス力ブ50 スタンタ ド 162.000円 プレス力ブ50 テラ1)クス 205000円 

070 DX 106.000円 フレス力フ50 テラックス 172.000円 9コテラソクス 175000円 

070 DXM（セル付） 115.000円 1993.04 50 スタンダ一ド 149.000円 90 力スタム 189.000円 

090 スタンダ ド 114.000円 50 ピジネス 149.00コ円 2007.09 
PGM 日搭載 

50 スタンダ―ド 195.000円 

090 DX 12コ 000円 50 デラックス 162.000円 50 デラックス 205.000円 

090 DXM（セル付） 129 コ00円 50 力ス夕ム 183.000円 50 力スタム 225.000円 

1978.11 c50 スタンダード 105.000円 70 デラックス 186.000円 プレス力ブ50 スタンダ ド 211.000円 

050 DX 112.000円 7コ力スタム 187.000円 プレス力ブ50 デラックス 225.0コ0円 

05コ DXM（セル付） 122.000円 9っデラックス 

リトル力ブ主要モデル価格 覧 

070 スタンダード 113.000円 90 力スタム 19q000円 

070 DX 119.0コ0円 プレス力ブ50 スタンダ一ド 167p00円 

070 DXM（セル付） 128,000円 プレス力ブ50 デラックス 

1980.03 90 13a00コ円 1994.01 100（タイ製） 
潔I 器 90 セル付 139.000円 1995.02 50 スタンダ ド 

1981.02 50 ス夕ンダ一ド 114.000円 50 ビジネス 155.0コ0円 1907.08 リトル力ブ 159.000円 

50 デラックス 122. 000円 50 テラックス 165.000円 1998.07 創立50周年記念スペシャル 159,000円 

50 デランクス・セル付 132.0コ0円 50 力スタム 185.000円 1998.12 リトル力ブ 159.000円 

70 デラ Cクス 129.000円 70 テラックス 170.000円 リトル力ブ（セル一キック併用） 179.0コ0円 

90 デラソクス 140. 000円 70 力ス夕ム 190 コ00円 1999.09 Jトル力ブ 164.0コ0円 

90 デラックスセル付 150. 000円 90 デラックス 177.000円 Jトル力ブ（セルキック併用） 184.000円 

1982.04 50 ST 119.000円 90 カスタム 197.00コ円 2000.01 りトル力ブ 169.000円 

50 DX 127.000円 プレス力ブ50 ス夕ンダ―ド 170.000円 0トル力ブ（セル・キック併用） 189.000円 

50 SDX 137.000円 プレス力ブ50 テラックス 182.0コ0円 2000.08 リトル力ブ 169.000円 

5コ SDX セル付 148.000円 1 00（タイ製） 215.000円 Jトル力ブ（セル一キック併用） 189.000円 

50 STD PRO 119.000円 1996. 1 2 
タフアップ
チュープ
全タイプ
標準装備 

60 ス夕ンダ ド 155,000円 2001.01 リトル力ブ 164.000円 

70 SDX 149.000円 50 ビジネス 155 コ00円 Jトル力ブ（セル・キック併用） 184.0コ0円 

90 コx 150.000円 50 デラックス 165. 000円 2002.01 リトル力ブ 169.00○円 

90 SDX 160,000円 50 力ス夕ム 165.000円 Jトル力ブ（セルキック併用） 189.00コ円 

9OSD× セル付 171.000円 70 デラックス 170.00コ円 2004 01 リトル力ブ 1640OD円 

198302 50 ス ノく一力スタム 144,000円 70 力スタム 190.000円 Jトル力ブ（セル・キック併用） 18400っ円 

50 セル付 155.000円 90 デラックス 177,0コ0円 2005一 01 リトル力ブ 170000円 

198304 5こス夕ンダ ド 124.000円 9コ力ス夕ム 197,000円 Jトル力ブ（セル・キック併用〕 190000円 

5O テラックス 1 32.0っ0円 ブレス力ブ50 スタンダ―ド 17a000円 フ
「
 
 

（
ノ」
口
  

0G
 
0
M
 
F
 
0

搭
 
載
  

リトル力ブ 200 000円 

5OP夕イプ 124.000円 ブレス力ブ50 デラックス 182 コ00円 リトル力ブ（セル・キック併用） 2200コ0円 
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50 デラックス 

50 スーパー力スタム 

50 ス一パー力スタムセル付 

50 ビジネス 

主要諸元 スーパーカブCloo(1958年） スーパー力ブ50 スタンダ一ド（2008年） 

名称 スーバー力ブClo0 ス―パ一力ブ50 スタンダード 

車名・型式 ホンダ・」BH~AAO1 

全長 17Bom 1.800「T1 

全幅 a575m 0.66om 
全高 0945m 101om 
軸距 1.18om 
シ一ト高 0.735m 

車両重量 55kg 79kg 
乗車定員 1名 1名 

燃料消費率 9okmル（時速3okm時） 110.okm及（3okm/h 定地走行テスト値） 

登坂能力 1/4 

エンジン型式一種類 空冷4サイクル単気筒OHv AAO2E・ 空冷4スト口一クOHC単気筒 

総排気量 49Cc 49cm3 

最高出力 45HP/9,500「 pm 2,5kW[3,4PS］ノ7,000「pm 

最大トルク 0.34kg・m/B,000「Pm 38N‘「 Tl[0'39kg・m］ノ5000「pm 

燃料供給装置形式 電子式〈電子制御燃料噴射装置（PGMFD> 

点火装置形式 高圧電気点火 フルトランジスタ式パッテリ一点火 

燃料夕ンク容量 3,0旦 34旦 

変速機形式 前進三段常時噛合式 常時噛合式3段リタ一ン（停車時のみ口ータり一式） 

タイャサイズ（前／後） 乙2517/2,25ョ7 2 25d7 33L/2'25ョ733L 
ブレ一キ形式（前） 右手動内拡式 機械式リ一デイング・トレ一Jング 

（後） 右足動内拡式 機械式リ一デイング・トレ一リング 

懸架方式（前／後） ボトムリンク式／スイングア一ム式 

フレーム形式 バックボ一ン式 

●両モデルとも発売当時のカタログ表記による主要諸元。「」については記載なし。 

二 - ノ／n、』I .ノ／n、』I 	I Se'va deiト eIuロ.凡 

“設立 2006年 	■現地生産開始時期 2007年 

■生産機種 Wave(1 00cc) 

マレーシア／Kar Assemblers Sdn. Bhd. 
■現地生産開始時期 1969年 

■生産機種 
EX5 Dream(i 00cc), Wavel 00(1 00cc), Wavel 25S(.1 25cc) 

1 

フオス／New、J 

■現地生産開始時期 2004年 

■生産機種 Wave 1 oo O 00cc)  

一／4= 	/hunda Manufacturing(Nigeria) Ltd. 
■設立 1979年 	■現地生産開始時期 1981年 

■生産機種 Dream (1 0 0cc) 

「 

力ンボジア／NCX Co.,Ltd. 
■現地生産開始時期 2005年 

■生産機種 
WavelOO(lOOcc), Wavel25(125cc), Dreami25(125cc) 

コロンビア／ 
Fabrica Nacional de Autopartes Afanalca S.A. 

■生産開始時期 1981年 

■生産機種 Wave(100cc),Bizi 25ES(1 25cc) 
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に) 擬露り与 
FSC ;器需農5器器器器？。”95 

   

本田技研工業株式会社 広報部 

〒 107-8556 東京都港区南青山 2-1-1 

TEL(03)541 2-151 2/FAX(03)5412-1545 

URL http://www.honda.co.jp/ 
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